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教育・福祉研究センター活動報告
2017 年度研究センター活動の概要
　教育・福祉研究センターは、本学専任教員を研
究員とし、学外より客員研究員および嘱託研究員
を委嘱して活動に当たっている。
2017年度のスタッフおよび主な活動概要は以下の
通りである。
（１）スタッフ
センター長　多喜乃　亮介
運 営 委 員　近藤　幹生、林　薫、須川　公央
センター長委嘱運営委員　加藤　繁美
事 務 担 当　企画調整室
（２）研究員会議と運営委員会
研究員会議
2017年５月11日（木）教授会終了後
2017年７月13日（木）教授会終了後
2018年１月11日（木）教授会終了後
2018年２月８日（木）教授会終了後
2018年２月20日（火）	教授会終了後
運営委員会
2017年４月20日（木）15時15分～
2017年５月11日（木）12時10分～
2017年５月18日（木）15時15分～
2017年６月15日（木）15時15分～
2017年８月３日（木）13時00分～
2017年10月12日（木）教授会終了後
2017年11月16日（木）15時15分～
2018年１月11日（木）12時20分～
2018年２月20日（火）18時00分～
2018年３月１日（木）12時45分～
（３）「研究年報」第22号発行（2017年８月31日付）
編集委員　須川　公央、井原　哲人
　　佐久間　路子、中島　好伸
発行部数　180部
　
（４）研究助成の実施
2017年度研究助成　
申請10件
決定10件
決定者（申請代表者）および助成金額
①森山　千賀子ほか
「ケアを担う子ども（ヤングケアラー）につ
いての小平市調査―具体的な支援方法を探る
―」〔43万６千円〕
②首藤　美香子ほか
「Childhood	Studies（学際的「子ども期」
研究）への接近―子ども・子ども期をめぐる
近代的パラダイムの超克―」〔36万４千円〕
③松永　静子ほか
「保育づくり・園づくりの中心的な担い手の
役割と資質に関する研究」〔36万４千円〕
④瀧口　優ほか
「地域における居場所づくりと大学の果たす
役割―総合的な地域包括ケアをめざして―」
〔37万８千円〕
⑤西園　マーハ　文
「摂食障害治療プログラムの実用化に関する
研究」〔54万５千円〕
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⑥小保方　晶子
「中学生の非行行動に関する研究」〔72
万７千円〕
⑦堀江　まゆみ
「障害のある子の親による合理的配慮理解
キャラバンの研究―当事者からみた障害者差
別解消法における学校教育および医療受診支
援での合理的配慮の検討と実践から」〔72
万７千円〕
⑧杉本　豊和
「ダイレクト・ペイメント制度の日本への導
入の意義と課題～専門職介護と非専門職介護
の異同と活用方法の明確化～」〔34万９千円〕
⑨佐々　加代子ほか
「国・管轄自治体・地方自治体における子ど
も子育て支援事業計画の政策持続性について
の検討」〔38万２千円〕
⑩能田　昴
「近代日本における災害救済と生涯・疾病等
を有する子どもの特別教育史研究」〔72
万７千円〕
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